
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月定例会・個人質問と答弁 

3 日 上野連合自治会役員会 

１2 日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

13 日 建設環境常任委員会 傍聴 ※ 

14 日 議会運営委員会 傍聴 ※  

18 日 上野連合自治会定例会 

20 日 市民福祉常任委員会 傍聴 ※ 

21 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

     １０月臨時会 本会議 ※ 

     大阪府都市競艇企業団議会 全員協議会 ※ 

23 日 総務常任委員会（神原在籍） ※ 

24 日 さくらづか保育園運動会 

30 日 大阪府都市競艇企業団議会 定例会 ※ 
 

 5 日 空港問題調査特別委員会 傍聴 ※ 

     人権教育をすすめる市民の集い 

 7 日 イレブンフェスタ 

 8 日 七五三詣り 

 9 日 大阪府都市競艇企業団議会 業務委員会決算審査 ※ 

13 日 豊中市私立幼稚園連合会 

私立幼稚園 PTA 連合会懇談会 

14 日 地域子ども会資源ごみ回収 

15 日 上野地域連絡会防災訓練 

16 日 子ども財団要望・陳情・意見交換 

     大阪府都市競艇企業団議会 全員協議会 ※ 

 

 

 
 

〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 ☎6858-2525(代表) 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：6854-5664  
平日（土・祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://positive-square.sakura.ne.jp/ 
※この通信物は、政務活動費を使用し発行しています。 

17 日 南部地域活性化調査特別委員会 傍聴 ※ 

18 日 熊野田小学校授業参観 

20 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

     大阪府都市競艇企業団議会 定例会 ※ 

24 日 会派会議 

27 日 会派会議 

29 日 市民環境展・庄内こども食堂バル 

30 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

     １２月定例会 本会議 ※ 
 

 3 日 市民福祉常任委員会 傍聴 ※ 

 4 日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

     第５回豊中市議会新型コロナウイルス感染症 

対策支援本部会議 傍聴 ※ 

 5 日 地域で子育ちを考える学習会「児童虐待から考える」 

     上野連合自治会役員会 

 6 日 オンライン議員交流会 

 7 日 建設環境常任委員会 傍聴 

 9 日 総務常任委員会（神原在籍） ※ 

10 日 会派会議 

17 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

18 日 １２月定例会 本会議 ※ 

21 日 １２月定例会 本会議(神原個人質問) ※ 

22 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

１２月定例会 本会議 ※ 

インフォメーション 

神原宏一郎の活動報告 2020 年 10 月 1 日～12 月 31 日（抜粋）※印は公務 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

 

 

★意見★ 

給食を選択しない場合、成長期にある中学生の栄養を十分に確保することが難しい生徒がいることや学校給食を    

生きた教材として活用した食育の推進が図りにくいなどの課題があり、全員給食にするとのこと。それらの課題を   

全員給食にすることで、どれだけ改善、解決できるのか、事業実施後も注視し、効果検証をすべき。 

★意見・要望★ 

コロナの影響による事務量の増加、特定の職員への業務の集中があることは理解できるが、コロナ前から慢性的に   

業務過多、業務集中が起きている課や職員は存在していた。現在の部、課、係等の組織機構は最適なのかをもう一度、

検証、検討し、職員数、職員配置、職責及び業務分担の最適化を図って欲しい。 

★意見・要望★ 

朝、学校に登校できない子どもたちの中には、この病気が要因のケースもあるという認識の共有が教育委員会、 

学校現場や保護者、そして社会全体に深まるよう周知、啓発に努めてほしい。 

 

✉
young_spiritjp@yahoo.co.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～慢性的な長時間勤務の要因分析と組織体制・人員配置の最適化を！！～ 

★意見・要望★ 
教育を取り巻く環境の複雑化、保護者、教職員の価値観の多様化などにより、非常に難しい判断や対応に    

迫られるケースが増え、またその難解度も上がり、その上、結果やスピード感も求められる。一方で、行財政    

改革のもと、教育委員会の部や課の数も、職員の数も減る中、個々の職員がどのような意識と能力を持つべき  

なのか、どのような人員配置や業務分担が望ましいのか再検証し、組織体制や人員配置の最適化を図った上で、 

必要とあれば、人員の増員や、弁護士だけでなく、各種専門家の採用等も考えるべき。 

～家族や周囲の理解、サポートが不可欠〜 

 

★意見・要望★ 
起立性調節障害は、本人の意思表示が可能であり、周囲がきっちりとその思いを受け止め、理解、協力、支援   

していくことによって、解決の糸口をつかめる可能性が高まると考える。逆に、その思いに寄り添い、理解を   

示さなければ、二次被害や症状を悪化させる可能性もあると思う。そのことを十分に踏まえ、保護者や教職員を

はじめ社会的な認知度や理解度の向上に努めて欲しい。加えて、教職員の方々には、起立性調節障害だけでなく、

発達障害、愛着障害などなど複雑、多様な課題を抱えた子どもたちの症状に対し、適切な判断、対応が      

求められており、それらを全て現場の先生方に任せることは酷だと思います。教職員の方々が、医療をはじめ  

専門的知識を有する方々の助言や相談を気軽にかつ簡易に受けられる仕組み作りを検討して欲しい。 

～全員給食への期待と不安：食育は進むのか、食べ残しは減るのか？？～ 

★意見・要望★ 
教育委員会は中学校給食を全員給食にすることで食べ残しは増えると想定していながら、具体的に食べ  

残しを減らし、十分な栄養を生徒たちが摂取するような方策を持ち合わせているようには全く感じられない。  

食育は、学校だけで培われるものではなく、各家庭に理解や協力、実践してもらえるように、子どもたちが

日々、どのような昼食を、どれくらい食べているのか、学校と家庭がもっと情報を共有する必要がある。   

その思いから生徒一人一台配備されるタブレットの活用も提案したが、今のところ全く考えておられず残念。

全員給食の実施で食べ残しという大きな課題の改善どころか、悪化させる一方、市としては、保護者からの

全員給食を早く実施して欲しいとの意見や要望を受けることが無くなり、保護者も毎日、お弁当を作る   

手間が無くなり、誰も食べ残しや食品ロスという大きな課題に向き合うことが無くなっていくことをとても

危惧する。ぜひ、全員給食導入後、生徒たちが給食で十分な栄養を確保しているか、食べ物を大事にし、   

食料の生産などに関わる人々へ感謝する心をはぐくむなど食育が推進されているか、食べ残しの量の計測を

続け、事業効果を検証するとともに、学校給食の食べ残し、食品ロスの削減、抑制に尽力して欲しい。 

  

パン 

米飯 

副食 

神原宏一郎の個人質問の全容はホームページをご覧ください。 

http://positive-square.sakura.ne.jp/ 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 

  

主食 

副食 


